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2018 循環型社会への取組

１ 概要

「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジ

ェクト」は、東京2020オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会の約5,000個の金・銀・銅メダルを全国

各地から集めたリサイクル金属で作る国民参画型

プロジェクトです。（主催：東京2020組織委員会）

「都市鉱山」と呼ばれる、家庭で眠っている使用

済みの携帯電話や小型家電を集め、そこから得られ

たリサイクル金属でメダルを作ります。

東京2020大会をきっかけに、持続可能社会の仕組

みを作る取り組みで、高知県では、県及び全34市町

村がこのプロジェクトに参加しています。

２ 回収品目・回収方法

回収の対象は、携帯電話・スマートフォン、デジ

タルカメラなどの小型家電 28 品目です。

回収方法は、ボックス回収、拠点回収、宅配回収、

イベント回収の４種類ありますが、各自治体によっ

て回収品目、回収方法は異なります。

３ 高知県での取組

高知県は、イベントの実施に合わせて、小型家電

のイベント回収を行っています。

また、2018 年２月には高知龍馬マラソン 2018 会

場において環境副大臣とともにメダルプロジェク

トのＰＲイベントを行いました。

イベント回収実績

（平成 30 年３月 31 日現在）

イベント名(会場) 日時 回収実績

県職員率先美化活動

（高知県庁本庁舎）
H30.２.４ 22 台

高知龍馬マラソン 2018

前日参加賞引替会場

（高知中央公園）

H30.２.17 124 台

高知龍馬マラソン 2018

フィニッシュ会場

（春野総合運動公園）

H30.２.18 32 台

○施策の展開

不用パソコン等のリサイクル
県庁の各所属で使用しているパソコンや、県庁ネ

ットワークのサーバ等の機器で不用となったもの

を回収し、そのうち再利用できるもの以外は産業廃

棄物として処理していましたが、リサイクル業者へ

の売払いが可能であることが分かったため、平成

19 年度から不用となったパソコンやサーバ等の機

器の売払いを行っています。

これにより、不用のパソコンや機器等を廃棄物と

して処理せずリサイクルすることで、廃棄物の排出

量を削減し、経済的効果も得ることができています。

※参考 平成 25 年度売払い実績 0台

平成 26 年度売払い実績 345 台

平成 27 年度売払い実績 1,558 台

平成 28 年度売払い実績 684 台

平成 29 年度売払い実績 0台
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